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潜伏期間：14〜21日 三主徴：発熱、発疹、リンパ節腫脹
合併症：脳炎、血小板減少性紫斑病、関節痛
鑑別診断：溶連菌感染症、伝染性紅斑、修飾麻疹、

エンテロウイルス感染症、伝染性単核球症、薬疹

風疹





先天性風疹症候群

・妊娠初期に風疹の罹患により、胎児に感染し
先天性風疹症候群（ＣＲＳ）の児が出生

・ＣＲＳの発生頻度（顕性感染）
妊娠１ヶ月：≧50%

２ヶ月：35%
３ヶ月：18%
４ヶ月：8%

風疹：成人で15%程度不顕性感染⇒ＣＲＳの可能性



先天性心疾患（動脈管開存症、肺動脈狭窄）
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網膜症
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先天性風疹症候群



風疹ワクチン

第一義の目的はＣＲＳ発生予防！

個人防衛：女性は妊娠する前に抗体を
高くし感染防御

社会防衛；接種率を上げることにより
風疹の流行抑制し、妊婦の
ウイルス曝露機会を抑制





風疹流行および先天性風疹症候群の発生抑制に関する緊急提言 平成１６年８月

1. 妊婦の夫、子供及びその他の同居家族への風疹予防接種の勧奨

2. 定期予防接種勧奨の強化

3. 定期接種対象者以外で風疹予防接種が勧奨される者への接種強化

1）10代後半から40代の女性、このうちことに妊娠の希望あるいはその可
能性の高い女性

2）産褥早期の女性

妊娠中の風疹HI 抗体が陰性または低抗体価（HI 価16 以下）の女性は、出産

後早期（産褥1 週間以内の入院中、もしくは1 か月健診時に行うことが推奨され

る)。に接種を受けることが強く勧められる。（その際の接種記録は、母子手帳

の児の欄には記録せず、妊娠経過の欄或いは産後早期の経過欄に母親への

接種であることを明記する。または、予防接種証明書を発行し、本人の記録と

して残す。）

厚生労働科学研究費補助金新興・再興感染症研究事業分担研究班
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乳幼児健診（６ヶ月・１歳）・予防接種（１歳未満）での調査
2015.1～12

未接種

HI≦16 HI≧32 不明

40 20 20

36

23 7 2010 6

≧2m

接種

＜2m(産科)

？未検査

１名：4mに接種
３名：前子妊娠中 HI≧32
２名：前子分娩後接種
４名：妊娠前接種

未検査！



産科では

・ 低抗体価の産褥婦にガイドライン通り

ワクチン接種・・一部

・ 抗体検査未実施

・ 希望者のみ抗体検査

・ ２子以降検査未実施

・ 低抗体価も接種勧奨せず

・ 低抗体価を従来のＨＩ≦×８で判断

・ 授乳中は接種せず

・ ワクチンの在庫（－） ・・などなど色々







定期接種としての風疹ワクチン接種状況
2016.4.1現在の年齢
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風疹報告数

感染症情報センターＩＤＷＲの集計



１９９３年のギリシアにおける風疹の流行とそれに続く先天性風疹症候群発生数

Panagiotopoulos et al. BMJ 1999;319:1462-6

http://bmj.bmjjournals.com/content/vol319/issue7223/images/large/pant1391.f3.jpeg


風疹の流行とＣＲＳの報告





☆風疹ワクチンを受けましょう☆

お母さん自身へのワクチン接種のすすめです。

本日健診～予防接種に来られた児がまだ胎内に

いる時に調べた風疹の抗体価が低く、風疹にか

かる危険があります。

妊娠２０週までに風疹にかかると、胎児に感染

し白内障や緑内障などの眼症状、先天性心疾患

、難聴などを引き起こします。先天性風疹症候

群と呼ばれています。

妊娠が判明するのは早くて２ヶ月目（妊娠４～

７週）、通常３ヶ月（８～１１週）

なのでそれからの予防では遅く、接種もできま

せん。

次子を妊娠する前にワクチンを接種し、風疹に

かからないように予防して下さい。

なお、接種後２ヶ月は妊娠しない

ように。

わたなべ小児科医院

TEL 076-243-0200



昭和３９－４０年に本土復帰前の沖縄で
風疹の流行によりＣＲＳが４０８人発症。

「遥かなる甲子園」
そのＣＲＳ児が北城ろう学校で野球部を
創設。昭和５６～５８年にその野球部が
高野連に加盟を認可されるまでのノンフ
ィクション物語。



風疹ワクチン接種時の注意事項と副反応

・あらかじめ約１か月間避妊した後接種すること

・接種後は約２か月間避妊すること

・副反応の説明

発熱、局所反応、発疹、その他のワクチンと同じ

急性血小板減少性紫斑病：1/100万接種

リンパ節腫脹、関節痛：一過性



結語

風疹低抗体価の産褥婦は産後早々に接種を！

母子手帳で母親の風疹抗体価もチェックを！


